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本年度区長の紹介
市内83区で本年度の区長が選出されました。
各地域の区長と市区長会役員の皆さんを紹介します。（敬称略）

市区長会役員

《市内 83区の区長》

副会長（会計）

 甕
 もたい

　敏
としのり

伯
（三郷地域区長会長）

副会長（会長代理）
鷲
わしざわ

澤　暢
の ぶ お

夫
（豊科地域区長会長）

会　長
佐
さ さ き

々木　一
か ず お

夫
（穂高地域区長会長）

副会長（事務長）
土
ど ひ

肥　三
み つ お

夫
（明科地域区長会長）

副会長
田
た ぐ ち

口　哲
てつくに

邦
（堀金地域区長会長）

豊科地域 光 堀　地　利　治 柏 矢 町 須　澤　　　昇 上　　堀 米　倉　尊　久

上 鳥 羽 鬼　頭　陸　夫 桜　　坂 飯　田　　　誠 島 新 田 平　林　富　夫 中　　堀 赤　穂　茂　和

下 鳥 羽 中　嶋　達　雄 穂高地域 青木花見 宮　澤　　　清 下　　堀 森　山　峰　雄

本　　村 中　澤　宏　晃 矢　　原 佐々木　一　夫 狐　　島 望　月　元　治 扇　　町 大　田　　　明

吉　　野 鷲　澤　暢　夫 白　　金 塚　原　信　一 三郷地域 小田多井 安　部　直　志

成　　相 藤　原　理　康 等 々 力 望　月　　　弘 北 小 倉 中　村　光　雄 田　　尻 宮　澤　　　正

新　　田 鈴　木　清　文 等々力町 山　﨑　將　宏 南 小 倉 降　幡　吉　宏 田 多 井 鹿　川　一　郎

寺　　所 大　谷　尚　義 穂 高 町 降　幡　成　敏 東 小 倉 髙　木　登　晤 明科地域
踏　　入 小　穴　憲　一 穂　　高 守　屋　道　則 室　　町 帶　刀　佳　郎 大　　足 瀧　澤　清　志

細　　萱 中　田　忠　勝 橋　　爪 三　枝　雄一郎 野　　沢 上　本　　　宏 光 松　島　元　益

重　　柳 鶴　見　　　哲 耳　　塚 千　國　充　弘 上 長 尾 松　尾　喬　司 宮　　中 丸　山　　　武

真 々 部 二　木　一　雄 富　　田 萩　原　茂　一 下 長 尾 青　木　保　良 町 石　田　喜傳治

たつみ原 北　森　　　茂 豊　　里 二　村　誠　一 楡 甕　　　敏　伯 明　　科 丸　山　恭一郎

飯　　田 奥　原　康　彦 小 岩 嶽 堀　内　政　文 住　　吉 原　　　富士男 潮 藤　原　三　男

下 飯 田 山　崎　義　一 嵩　　下 三　澤　健二郎 七日市場 松　尾　　　睦 潮　　沢 小　林　正　幸

中 曽 根 海　野　元　秀 新　　屋 伊　藤　義　修 一日市場 山　﨑　正　浩 木　　戸 内　川　誠　吉

熊　　倉 山　浦　裕　治 古　　厩 古　瀬　良　幸 二　　木 小　松　一　教 上 生 野 藤　原　廣　美

アルプス 百　瀬　陽　子 立　　足 中　村　治　幸 及　　木 小　松　正　志 上 押 野 土　肥　三　夫

徳 治 郎 髙　橋　　　茂 柏　　原 望　月　穩　照 中　　萱 手　塚　久　盛 下 押 野 矢　花　　　功

田　　沢 増　澤　尚　德 久 保 田 大　月　英　二 堀金地域 塩 川 原 冨　岡　福　一

小 瀬 幅 佐　藤　哲　夫 塚　　原 宮　尾　憲　昭 岩　　原 田　口　哲　邦 荻　　原 唐　沢　良　一

大 口 沢 髙　橋　通　明 牧 小　椋　勇　人 倉　　田 青　山　　　力 南 陸 郷 幅　　　修　一
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で
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業

造
成
工
事
の
し
ゅ
ん
工
式
を
５
月

27
日
、
現
地
で
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
県
関
係
者
や
施
工
業
者
、
同

団
地
に
進
出
す
る
企
業
の
代
表
者

な
ど
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

拡
張
部
分
に
は
㈱
ス
ド
ー
ジ
ャ

昨
今
の
外
出
自
粛
等
の
影
響
も

あ
り
、
令
和
２
年
度
の
市
の
家
庭

ご
み
の
排
出
量
が
約
１
．８
％
増

加
（
速
報
値
）
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
市
で
は
家
庭
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、「
も
え
る
ご
み

リ
ー
ナ
」に
決
定
し
ま
し
た
。Ａ
Ｎ

Ｃ
は
同
社
の
愛
称
で
、６
月
下
旬
に

契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

同
社
が
市
に
支
払
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
料
は
年
間
１
０
０
万

円
。
期
間
は
来
年
１
月
か
ら
令
和

ム
、
東
邦
電
気
㈱
、
山
清
電
気
㈱

の
３
社
が
、本
社
や
工
場
を
建
設
。

い
ず
れ
も
令
和
４
年
度
中
の
操
業

開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
発
面
積
は
７
万
５
４
５
９

㎡
、
総
事
業
費
は
11
億
３
４
９
５

万
円
で
、
全
額
を
３
社
へ
の
土
地

専
用
指
定
袋
」
の
無
料
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
開
庁
日
に
は
、
市

役
所
１
階
の
臨
時
引
換
所
や
各
支

所
な
ど
で
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
６

月
19
日
（
土
）
に
は
、
三
郷
公
民

館
会
議
室
１
０
１
・
明
科
支
所
ロ

８
年
度
末
ま
で
の
５
年
３
カ
月
間

で
す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
は

施
設
の
管
理
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

５
月
24
日
の
定
例
記
者
会
見
で

名
称
を
発
表
し
た
宮
澤
市
長
は
、

の
売
却
に
よ
り
賄
い
ま
す
。

こ
の
造
成
に
は
松
本
地
域
の
重

点
促
進
区
域
と
し
て
、「
地
域
未
来

投
資
促
進
法
」を
初
め
て
活
用
し
、

既
存
の
産
業
団
地
の
北
側
に
新
た

に
分
譲
地
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
、
こ
の
造
成
事
業

ビ
ー
に
引
換
所
を
設
置
し
ま
す
。

引
き
換
え
の
際
に
は
、
５
月
下
旬

に
各
家
庭
へ
送
付
し
た
ピ
ン
ク
色

の
「
無
料
引
換
券
」
を
切
り
取
ら

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
引
換
期

間
は
９
月
30
日
ま
で
。
詳
細
は
同

「
覚
え
や
す
い
愛
称
。
広
く
認
知

さ
れ
、
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

が
田
園
産
業
都
市
に
向
け
て
力
強

い
一
歩
と
な
る
こ
と
に
期
待
を
寄

せ
、「
市
内
の
経
済
基
盤
が
よ
り

強
固
な
も
の
と
な
る
よ
う
施
策
を

展
開
し
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

封
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

家
庭
ご
み
は
、
生
ご
み
の
処
理

の
工
夫
や
分
別
に
よ
り
減
量
化
が

図
れ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

愛称は「ＡＮＣアリーナ」1人 10枚の指定袋を交付

工事のしゅん工を祝う宮澤市長


